
福岡市博物館について

令和８年３月現在



【規模】

敷地面積：50,648.80㎡ 建築面積：10,088.56㎡

延床面積：16,920.62㎡ 構造/階数：SRC造/3階建

【事業費】（建設・開館時）

172億円：用地費 59億8千万円、建築費 70億2千万円

外構費 18億4千万円、展示費 12億4千百万円、

その他 11億1千5百万円

【沿革】

昭和55年７月 博物館建設構想発表

昭和57年４月 建設構想懇話会「郷土福岡にふさわしい

                            博物館について」意見書提出

昭和61年１月 建設場所を「百道埋め立て地第１工区」に決定

昭和62年７月 起工式

昭和63年12月 博物館竣工

平成元年３月 アジア太平洋博覧会‘89のテーマ館として活用

平成02年10月 開館

平成16年４月 市史編さん室を設置

平成24年４月 教育委員会から経済観光文化局へ移管

平成25年11月 常設展示室リニューアルオープン

福岡市博物館について

１．博物館の性格

２ .  施設の概要

（１）博物館法

●「博物館」の定義 … 第二条

歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収集し、保管（育成を含む。以下同じ。）し、

展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資す

るために必要な事業を行い、あわせてこれらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機関

      博物館の事業＝資料の収集 ／ 保管（保存と収蔵） ／ 展示 ／ 教育普及 ／ 調査研究

資料のデジタルアーカイブ構築と公開（←博物館法改正R05.4施行）

（２）福岡市博物館条例

● 設置の目的…（第１条） 市民の教育、学術及び文化の発展に寄与するため

● 事業…（第２条）

⑴ 歴史、民俗等に関する資料（以下「博物館資料」という。）を収集し、保管し、

及び展示すること。

⑵ 博物館資料に関する調査及び研究を行うこと。

⑶ 博物館資料に関する展覧会、講演会、講習会等を開催し、及びその奨励を行うこと。

⑷ 施設の利用に関すること。

⑸ 前各号に掲げるもののほか、博物館の設置の目的達成に必要なこと。

（３）福岡市が設置した博物館法上の博物館（登録博物館）

● 福岡市美術館（中央区大濠公園）昭和54（1979）年開館

● 福岡市博物館（早良区百道浜）平成２（1990）年開館 ＊令和8年2月 改正博物館法にかかる博物館登録

● 福岡アジア美術館（博多区下川端町）平成11（1999）年開館

● 福岡市埋蔵文化財センター（博多区井相田）昭和57（1982）年開館

美術館 収集対象：美術作品その他の美術に関する資料

博物館 収集対象：歴史、民俗等に関する資料

アジア美術館 収集対象：アジアの美術作品その他の美術に関する資料

埋蔵文化財センター 収集対象：発掘調査等で出土した考古学的資料

【利用】

開館時間：9:30-17:30 月曜休館

観覧料：一般200円／高大生150円 

中学生以下無料１



３ . 施設の特色

（１）周辺環境

● 福岡タワーへ続くサザエさん通りを介して

図書館・百道浜中央公園に隣接する。

（２）敷地・外構

● 南側…広場の改修（R08供用開始予定）

● 北側…収蔵庫棟を増築（R08竣工予定）

● 東側…収容力のある駐車場

（一般車両132台・大型バス10台）

（３）建物

● 深い軒のある正面玄関

● フロア中央の大きな吹き抜け

ユニークベニュー活用や多彩なイベント

会場として活用している。

● 建物内に収蔵庫等、文化財の劣化を回避する

施設・設備を備える。

● 施設の竣工後約37年が経過しており、

抜本的な老朽化対策を必要としている。

総合図書館
博物館

百道中央公園
多目的広場
（競技場）芝生広場

子供の広場
（遊具）

南側敷地 駐車場

北側敷地

Google Earth

４ . 博物館の組織

教育委員会所管の社会教育施設としても

位置付けられている。博物館長と学芸課

長は教育委員会と兼務。

【附属機関】

博物館協議会：博物館法に基づく附属機

関。博物館の運営に関し館長の諮問に応

ずるとともに、館長に対して意見を述べ

る。

【主要な館内施設】

１階

ロビーでのネットワーキング
パーティ開催（R７年度）

グランドホールを活用した
小学生の研究発表会（R６年度）

企画調整係長－２

運営課長 一般事務職員２

集客・広報普及専門員６

主査（大規模改修等）－１

総館長 主査（リニューアル事業）

学芸係長ー２

主任文化財主事ー２

学芸課長 主任学芸主事（学芸課長事務取扱）ー２

館長 （市史編さん室長兼任） 主任学芸主事ー２

主査（資料収集・活用）

主査（教育普及）

デジタルアーカイブ推進員１

図書相談員１

文書整理等補助員１

主査（事業普及）

市史編さん室長 主査（市史編さん）

（学芸課長が兼務） 市史編さん担当員６

[博物館資料の保管に関する機能]

２階

喫茶・談話室

２



博物館の休館

５ . 博物館の主な活動

（１）博物館資料の収集

● 件数 207,044件（R07.3.31現在）

● 購入 ／ 寄贈 ／ 寄託の別がある。

● 市民からの寄贈資料が多い。感謝状を贈呈して顕彰している。

● 購入は（公財）文化芸術振興財団に先行取得し、市が買戻す。

● 収集時には学識経験者の意見を聴取する（資料収集委員会）。

● 文化財保護法上の指定

【国宝】３件 金印「漢委奴国王」、

                             刀 名物 圧切長谷部、太刀 名物 日光一文字

【重要文化財】７件

（２）博物館資料等の保管（保存と収蔵）

● 対策すべき劣化要因：光への曝露・温湿度変化・生物繁殖…

● 対処：遮光・温湿度変化の観察と空調管理・清掃・燻蒸…

● 収蔵庫…有効面積2284㎡（建築床面積1672.22㎡）

● 状態のよくない資料の修復

（３）博物館資料等の展示（別添年間スケジュール参照）

● 常設展示室

テーマ「FUKUOKA アジアに生きた都市と人びと」

アジア諸地域との人・もの・情報の交流がもたらした特色ある歴史

と、その歴史が育んだ人々のくらしを11のコーナーを設けて紹介し

ている。博物館資料や埋蔵文化財センター資料の実物のほか、レプリカ、ジオラマ、映像等を駆使したディスプレ

イ空間となっている。

● 企画展示室…収蔵品や地域の文化財の公開４室ある。テーマを設け、2か月に１度展示替え（企画展）を実施。

6月19日をはさんで実施する「戦争とわたしたちのくらし」等の恒例テーマがある。国宝刀剣の公開（１月、2月）

も行っている。

文化財の調査（写真撮影）

（４）調査研究

● 地域の文化財の歴史上の価値を精査し、資料収集や文化財保護

（指定等）につなげている。

● 収蔵資料について、目録作成、データベース構築や

画像や３D計測などの記録を作成し、情報資源として集積を

図っている。

● 調査研究の成果は、展示・展覧会、市史編さん、刊行物等を

通じて市民に還元を図っている。

７年度実績（見込み）

・寄贈 1,565件 1,777点
・寄託 71件 77点
・購入 204件 207点

７年度刊行 ・研究紀要 第35号 ・収蔵品目録41（令和5年度収集資料）

３



博物館の休館

（５）展覧会等の開催や奨励（別添年間スケジュール参照）

● 特別展示室…第三者が借り上げ、多彩な展覧会を開催している。

博物館も負担金を支出して主催者（実行委員会等）に参画することがある。

１年に1会期程度、博物館の資料収集、市の文化財調査や学芸員の調査研究の成果を

活かす「自主企画」の展覧会を実施している。

（６）講演会等の開催や奨励－教育普及－・施設の利用

● 小学校等へ出向く出前学習

● 公民館等へ出向いてのワークショップ実施

● 校外学習・修学旅行の受入

● 館内で参加できる体験プログラム

【施設】

■ 体験学習室…衣服や玩具など、自由に手に取り体験できる

■ 読書室 ／ 講堂・講座室

令和４年度開催 令和５年度開催 令和６年度開催 令和７年度開催

【自主企画の展覧会】

７年度実績

名称 会期 入場者数

民藝 MINGEI～美はくらし
のなかにある～

２月18日～4月6日（50日間） 16,291人（全会期）

アニメ「鬼滅の刃」柱展
―そして無限城へ―

4月24日～6月22日（52日間） 49,143人

芥見下々『呪術廻戦』展 7月12日～9月28日（67日間） 43,297人

ディズニー・アニメーショ
ン イマーシブ・エクスペ
リエンス

10月13日～2月1日（83日間） 109,262人

魔法の歴史スコープ～見つ
めてみよう福岡の今～

2月21日～４月12日（44日間） 会期中

４



７年度実績（見込み）

出前学習 106回（対象：市立小）

おでかけワークショップ 25回（対象：地域団体等）

体験学習 9回（対象：市立小中）

団体見学 56回（対象：団体。数値は市立小の実績）

対話型鑑賞 37回（対象：市立小）

● 博物館実習・・・学芸課課程を履修している大学４年次生等を対象に実習を実施している。

（７）市史編さん事業

● 博物館の収蔵資料や文化財調査の成果と、大学等の研究成果

   等とを合わせて体系化し、市の歴史を編さんし、書籍として

刊行する。

● 「市史だより」やブックレットシリーズなど

親しみやすさを企図した広報誌や書籍を発行する。

『新修 福岡市史』

７年度実績

日程 ８月20日～８月28日

受
入
校

京都府立大学、信州大学、福岡大学、
九州産業大学、上智大学、久留米大学、
日本大学、筑紫女学園大学、山口大学、
山口大学、西南学院大学、龍谷大学
（受入総数15人）

小学生を対象とした対話型鑑賞 総館長の歴史講座

５



（９）広報（インバウンド受け入れ環境向上含む）

● 紙媒体の制作、発行、管理（年間スケジュール、広報誌 FACATA等）

● Web自主媒体の運用（サイト、ブログ、Ｘ(旧Twitter)、Facebook、Instagram等）

● 市政広報の活用（市政だより、記者資料配布等）

（８）福岡ミュージアムウィーク

● 5月18日の「国際博物館の日」を含めた期間、市内の博物館・美術館が連携して行う企画。

●令和７年度は５月17

日から25日までの９

日間開催。

●博物館においては、

「特別展 歴史スコ

ープワークショップ」

や「封泥体験」等を実

施。

７年度実績（主な広報ツールのみ）（見込み）

■市政記者クラブ リリース 15回

■市政だよりへの出稿
・記事面掲載 7件 ・情報BOX（告知）掲載 48件

■SNS
・X（投稿数284件／フォロワー33,894人）
・Instagram（投稿数 48件／フォロワー6,273人）
・Facebook （投稿数172件／フォロワー4,434人）
・YouTube（投稿数1件／チャンネル登録者数999人）

封泥体験

７年度実績

■「新修 福岡市史」の編さん
・資料編 中世③刊行
・ブックレット・シリーズ④⑤刊行
・ブックレット・シリーズ⑥他編集

■講演会「戦前日本の政党政治と福岡の政治家」
＊参加者144名

■広報誌「市史だよりFukuoka」第29号 ＊特集「まち歩き総まとめ」

■研究誌「市史研究ふくおか」第21号

６



■ 観覧者数

※ 開館以来の総観覧者数（令和6年度末） 常設展4,228,052人 特別展8,654,311人

■ 外国人観覧者数（常設展）

■ 歳出予算(博物館費)の推移（歳出） （単位：千円）

博物館の休館

７ . 集計データ（観覧者数・歳出予算の推移）

区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度
令和7年度

12月末時点

常設展 45,820 81,593 109,462 121,412 91,072

特別展 122,687 157,557 381,890 142,908 158,791

計 168,507 239,150 491,352 264,320 249,863

地域 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
令和７年度
12月末時点

欧米 132 662 1,995 2,663 2,474

中国 128 449 2,117 3,140 3,484

韓国 10 1,874 4,308 5,975 4,328

その他 119 799 3,026 3,577 3,178

計 389 3,784 11,446 15,355 13,464

区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和7年度

予算 352,233 418,523 666,436 1,970,243 2,805,982

(うち施設整備費) 11,716 43,154 250,030 1,548,011 2,359,552

決算 333,652 396,537 616,220 951,199 ―

(うち施設整備費) 11,315 34,154 232,380 550,205 ―

７



令和８年度事業計画 項目一覧

（１）博物館資料の収集

（２）博物館資料等の保管

（３）博物館資料等の展示

（４）調査研究

（５）展覧会等の開催や奨励

（６）講演会等の開催や奨励-教育普及-・施設の利用

（７）市史編さん事業

（８）福岡ミュージアムウィーク

（９）広報（インバウンド受け入れ環境向上含む）

（10）リニューアル推進事業

（トピック）

・ 本 館収蔵庫から新収蔵庫棟への
   資料移転準備作業

(トピック )

・ 黒 田家資料お よび福岡城天守に関する資料の調査

(トピック )

・ 令 和 ８ 年度年間スケジ ュール

(トピック )令和 ８年度実施予定

出前学習 1 0 3回 , 9 , 0 9 4人
体験学習 3回 1 3 0人
対話型鑑賞 37回 2,710人
みんなのミュージアム ４回 400人

(トピック )

・ 資 料編近世④お よびブ ッ ク レ ッ ト ・ シ リ ー ズ等の制作

(トピック )

・ 南 側広場の リニューアルオープ ンお よび P F I事業者の再公募

(トピック )

・ 令 和 ８ 年度年間スケジ ュール

現在の収蔵庫内の様子

8
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（２）進捗状況

設備の更新をはじめとする大規模改修と運営体制の強化により、歴史文化の発信拠点、文化観光の拠

点、学びと交流の拠点、文化を次世代へ継承する拠点としての機能向上を図り、福岡市が目指す都市像

の実現に貢献する。

目標１ 交流と多様性が創る都市の過去－現在－未来にむかうストーリーを発信する

目標２ すべての人の学び・楽しみを支え、人々の関わり合いを豊かにする

目標３ 資産・資源をより有効に活用し、博物館とエリアの魅力を高める

（１）リニューアル推進の基本方針

南側広場は、地域に開かれた花・緑・水のオアシス空間へ改修する。

・よかトピア通り沿いのエントランス部分を花で彩るとともに、広場内に芝生エリアや散策エリア

を設け、居心地の良い空間に整備する。

・レストラン施設や交流施設（屋根付きの休憩所）を新設する。

②南側広場の改修 (令和８年 1 0月頃供用開始予定）

収蔵庫棟を増築し、博物館資料の保管スペースの不足を解消する。

・高い防災機能を備えるものとし、市民の財産である収蔵資料や地域の文化財を次世代に確実に

継承する。

①収蔵庫棟の増築（竣工済み）

リニューアル推進事業進捗報告

9


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

